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次

 

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
宮
城
県
農
業
大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
農
業
振
興
課
）　
　

一

告　
　
　

示

〇
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
の
取
消
し 

（
税　

務　

課
）　
　

五

〇
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

（
環
境
対
策
課
）　
　

六

〇
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
指
定 

（
農
業
振
興
課
）　

一
四

〇
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

一
五

〇
宮
城
県
展
示
林
及
び
林
産
展
示
工
場
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
告
示 

（
林
業
振
興
課
）　

一
五

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

一
五

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更 
（　
　

同　
　

）　

一
五

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 
（　
　

同　
　

）　

一
六

〇
海
岸
保
全
区
域
の
変
更 

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　

一
六

〇
漁
港
管
理
者
の
長
が
管
理
す
る
海
岸
保
全
区
域
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

一
七

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
六
件
） 

（
道　

路　

課
）　

一
七

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

一
九

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定 

（
防
災
砂
防
課
）　

二
〇

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

二
〇

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

二
〇

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

二
〇

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

二
一

規　
　
　

則

　

宮
城
県
農
業
大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
六
号

　
　
　

宮
城
県
農
業
大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
農
業
大
学
校
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
中
「
退
学
」
を
「
退
校
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
退
学
処
分
」
を
「
退
校
処
分
」
に
改
め
る
。

　

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

研　
　
　
　
　

修　
　
　
　
　

課　
　
　
　
　

程

新
規
就
農
者
等
基
礎
研
修
（
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
）

農
業
機
械
研
修

聴
講
研
修

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
研
修

　

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

宮　　城　　県　　公　　報（1）　平成28年３月15日　火曜日 第2741号

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



様
式
第
1
号
（
第
６
条
関
係
）

宮
城
県
収
入
証
紙
貼
付
欄

　
2,200円

分
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
消
印
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

入
校
願
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
農
業
大
学
校
長
　
殿

 
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
貴
校
の
下
記
学
部
に
入
校
し
た
い
の
で
，
関
係
書
類
を
添
え
て
出
願
し
ま
す
。

記

　
入
校
志
望
学
部

　
　
第
１
志
望
　
　
　
　
　
　
学
部

　
　
第
２
志
望
　
　
　
　
　
　
学
部

　
　
（
第
２
志
望
学
部
が
あ
る
場
合
に
記
入
す
る
こ
と
。）

様
式
第
2
号
（
第
６
条
関
係
）

（
表
）

身
上
調
書

写
真

ふ
り
が
な

保
護
者
名

氏
名

続
柄

生
年
月
日

　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
生
　
（
　
　
　
　
歳
）
　
　
　

本
籍
地

住
所

（
郵
便
番
号
　
　
　
　
　
　
）
　
電
話
　
　
　
（
　
　
）

履
歴
（
学
歴
・
職
歴
・
賞
罰
な
ど
）

　
年
　
　
月

　
年
　
　
月

　
年
　
　
月

　
年
　
　
月

　
年
　
　
月

家　族　状　況

続
柄

氏
名

年
齢
同
居
・
別
居
の
別

職
業
又
は
在
学
校
名

趣味運動特技免許・資格

取
得
年
月

名
　
　
　
　
　
　
　
称

　
年
　
月

　
年
　
月

　
年
　
月

　
年
　
月

　
年
　
月

　
年
　
月
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（
裏
）

入
校
希
望
理
由
・
卒
業
後
の
進
路
希
望
調
査
書

農
家
・
非
農
家
の
別

〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
　
農
　
　
　
　
　
家

２
　
非
　
　
農
　
　
家

入校希望理由卒業後の進路希望

様
式
第
3
号
（
第
６
条
関
係
）

健
康
診
断
書

ふ
り
が
な

性
別
生年月日

　
　
年
　
　
月
　
　
日
生

（
　
　
　
歳
）

氏
名

男女

住
所
〒

電
話
（
　
　
　
　
　
）
　
　
　
－
　
　

身
長

既
往
症

体
重

胸
部
Ｘ
線
写
真

間
接
・
直
接
・
透
視

所
　
　
見

胸
囲

視
力
右
　
　
　
　
　
矯
正
（
　
　
　
　
　
　
）

左
　
　
　
　
　
矯
正
（
　
　
　
　
　
　
）

聴
力
右
　
正
常
・
異
常
（
　
　
　
　
　
　
）

左
　
正
常
・
異
常
（
　
　
　
　
　
　
）

そ
の
他
の
疾

病
及
び
異
常

判
定

　
上
記
の
と
お
り
診
断
す
る
。

　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
名
　
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
医
師
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊞
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「現
住
所

　

様
式
第
四
号
中
「入

学

」
を
「入

校

」
に
、　職　　

業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

氏　　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞

」

「住　　
所

　

電
話
番
号

　

職　　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

氏　　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞

」

　

様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
5
号
（
第
10条
関
係
）

　　　　　　　卒　　業　　証　　書

 学　　　部　　　　　　　　　　　　　　

 氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　

 年　　　　月　　　　日生　　　

　あなたは本校の所定の課程を修めたので卒業したことを証し専門士

（農業専門課程）と称することを認める

　　　年　　　月　　　日

宮城県農業大学校長　氏　　名　　　印

第　　　　　　　号

宮　　城　　県　　公　　報第2741号　平成28年３月15日　火曜日 （4）



　

様
式
第
六
号
中
「宮

城
県
農
業
大
学
校
規
則
第
12条

」
を
「宮

城
県
農
業
大
学
校
規
則
第
12条
第
１
項

」
に
、

「２　
欠
席
の
期
間

」
を

「２　
欠
席
の
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

※　

未
成
年
者
の
場
合
に
あ
つ
て
は
，
保
証
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と

。

　
　
　

医
師
の
診
断
書
又
は
理
由
書
を
添
付
す
る
こ
と

。　　
　
　
　
　
　

」

　

様
式
第
七
号
中
「２　

休
学
期
間

」
を

「２　
休
学
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

※　

未
成
年
者
の
場
合
に
あ
つ
て
は
，
保
証
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と

。

　
　
　

医
師
の
診
断
書
又
は
理
由
書
を
添
付
す
る
こ
と

。　　
　
　
　
　
　

」

　

様
式
第
八
号
中
「２　

延
長
期
間

」
を

「２　
延
長
期
間

　

３　
現
在
の
休
学
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
改
め
る
。

　

※　

未
成
年
者
の
場
合
に
あ
つ
て
は
，
保
証
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と

。

　
　
　

医
師
の
診
断
書
又
は
理
由
書
を
添
付
す
る
こ
と

。　　
　
　
　
　
　

」

　

様
式
第
九
号
中
「２　

復
学
予
定
年
月
日

」
を

「２　
復
学
予
定
年
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

 　

※　

未
成
年
者
の
場
合
に
あ
つ
て
は
，
保
証
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と

。」

　

様
式
第
十
号
中
「退

校
の
理
由

」
を

「退
校
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

  

※　

未
成
年
者
の
場
合
に
あ
つ
て
は
，
保
証
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と

。」

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号

　

宮
城
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
百
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
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お
り
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏
名
又
は
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
等
の
所
在
地

指
定
取
消
し
の
年
月
日

有
限
会
社
大
森
石
油
店

代
表
取
締
役

大
森　

實

石
巻
市
山
下
町
一
丁
目
一
番
十
二
号

平
成
二
十
八
年
二
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

　

環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

⑺　

一
般
環
境
中
の
放
射
性
物
質
の
状
況

　

第
四
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

五　

一
般
環
境
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素

　
　
　

放
射
線
の
量

　

第
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

七 　

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
の
量
の
変
化
を
把
握
で
き

る
こ
と
。

　

別
表
第
一
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一　

参
考
項
目
（
第
四
条
、
第
六
条
関
係
）

 

環
境
要
素
の
区
分

影
響
要
因
の
区
分

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
生
物
の
多
様
性
の
確
保

及
び
自
然
環
境
の
体
系

的
保
全
を
旨
と
し
て
調

査
、
予
測
及
び
評
価
さ

れ
る
べ
き
環
境
要
素　

人
と
自
然
と
の
豊
か

な
触
れ
合
い
の
確
保

を
旨
と
し
て
調
査
、

予
測
及
び
評
価
さ
れ

る
べ
き
環
境
要
素　

環
境
へ
の
負
荷

の
量
の
程
度
に

よ
り
予
測
及
び

評
価
さ
れ
る
べ

き
環
境
要
素　

一
般
環
境
中
の
放

射
性
物
質
に
つ
い

て
調
査
、
予
測
及

び
評
価
さ
れ
る
べ

き
環
境
要
素　
　

大
気
環
境

水　
　

環　
　

境

土
壌
に
係
る
環
境

そ
の
他
の
環
境　

動　
物
植　
物
生
態
系
景　

観
人
と
自

然
と
の

触
れ
合

い
の
活

動
の
場

廃
棄
物

等　
　

温室効果ガス等
放
射
線
の
量

大
気
質

騒
　
音
振

　
動
悪

　
臭

水　
　
　
　

質

底
　
質
地
下
水
の

水
質
及
び

水
位　
　

その他
地　
形
及　
び
地　
質

地
盤
土壌汚染
そ
の
他
の

環
境
要
素

窒素酸化物
硫黄酸化物
浮遊粒子状物質

粉じん等
音波周低・音騒

振
　
動

悪
　
臭

土砂等による水の濁り
水の汚れ
水

　
温

富栄養化
溶存酸素
水素イオン濃度

有害物質
水底の泥土
地下水の水位
塩素イオン濃度

有害物質
流向及び流速
重　
要

な　
地

形　
及

び　
地

質　　

地盤沈下
地盤の安定性

有害物質
日照阻害
風車の影
電波障害

重
要
な
種

及
び
注
目

す
べ
き
生

息
地　
　

重
要
な

種
及
び

群
落　

地
域
を

特
徴
づ

け
る
生

態
系　

主
要
な
眺

望
点
及
び

景
観
資
源
、

主
要
な
眺

望
景
観
並

び
に
主
要

な
囲

い
に
ょ
う繞

景

観　
　
　

主
要
な

人
と
自

然
と
の

触
れ
合

い
の
活

動
の
場

建設工事に伴う副産物
産業廃棄物
二酸化炭素

放
射
線
の
量

海域以外
海域
海域以外

海域

環
境
影
響
評
価
条
例

施
行
規
則
（
平
成
十

一
年
宮
城
県
規
則
第

五
号
。
以
下「
規
則
」

工
事
の

実
施

建
設
機
械
の
稼
働

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

※　〇

資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行

〇
〇

切
土
工
等
の
工
事
に
よ

る
一
時
的
な
影
響

〇

〇

〇

〇

〇

〇

工
事
施
工
ヤ
ｌ
ド
及
び

工
事
用
道
路
の
設
置

〇

〇
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と
い
う
。）
別
表
第

一
の
一
の
項
に
掲
げ

る
事
業
（
以
下
「
道

路
事
業
」
と
い
う
。）
土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

道
路
（
地
表
式
又
は
堀

割
式
）
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

道
路
（
嵩か

さ

上
式
）
の
存

在

〇

自
動
車
の
走
行

〇

〇

〇
〇

休
憩
所
の
供
用

〇
〇

規
則
別
表
第
一
の
二

の
項
の
第
二
欄
イ
に

掲
げ
る
事
業
（
以
下

「
ダ
ム
事
業
」
と
い

う
。）

工
事
の

実
施

ダ
ム
の
堤
体
の
工
事

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※　〇

原
石
の
採
取
の
工
事

施
工
設
備
及
び
工
事
用

道
路
の
設
置
並
び
に
道

路
付
替
の
工
事

〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

ダ
ム
の
堤
体
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

原
石
跡
地
の
存
在

道
路
の
存
在

ダ
ム
の
供
用
及
び
貯
水

池
の
存
在

〇

〇
〇
〇

〇

規
則
別
表
第
一
の
二

の
項
の
第
二
欄
ロ
及

び
ハ
に
掲
げ
る
事
業

（
以
下
「
堰せ

き

事
業
」

と
い
う
。）

工
事
の

実
施

堰せ
き

の
工
事

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※　〇

護
岸
の
工
事

掘
削
の
工
事

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

堰せ
き

及
び
護
岸
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

堰せ
き

の
供
用
及
び
湛た

ん

水
区

域
の
存
在

〇
〇

〇
〇

規
則
別
表
第
一
の
二

の
項
の
第
二
欄
ニ
に

掲
げ
る
事
業
（
以
下

「
湖
沼
水
位
調
節
施

設
建
設
事
業
」
と
い

う
。）

工
事
の

実
施

堤
防
の
工
事

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※　〇

水
門
の
工
事

し
ゅ
ん
せ
つ
の
工
事

〇

土
地
又

堤
防
及
び
水
門
の
存
在

並
び
に
施
設
の
操
作
に
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は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

よ
り
露
出
す
る
こ
と
と

な
る
水
底
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

水
門
の
供
用

〇
〇

〇

規
則
別
表
第
一
の
二

の
項
の
第
二
欄
ホ
に

掲
げ
る
事
業
（
以
下

「
放
水
路
事
業
」
と

い
う
。）

工
事
の

実
施

洪
水
を
分
流
さ
せ
る
施

設
の
工
事

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※　〇

掘
削
の
工
事

〇

堤
防
の
工
事

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

放
水
路
の
存
在
及
び
供

用

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

規
則
別
表
第
一
の
三

の
項
に
掲
げ
る
事
業

（
以
下
「
鉄
道
建
設

事
業
」
と
い
う
。）

工
事
の

実
施

建
設
機
械
の
稼
働

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

※　〇

資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行

〇
〇

切
土
工
等
の
工
事
に
よ

る
一
時
的
な
影
響

〇

〇

〇

〇

〇

〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

鉄
道
施
設
（
地
表
式
又

は
堀
割
式
）
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

鉄
道
施
設
（
嵩か

さ

上
式
）

の
存
在

〇

列
車
の
走
行
（
地
下
を

走
行
す
る
場
合
を
除
く
。）

〇
〇

列
車
の
走
行
（
地
下
を

走
行
す
る
場
合
に
限
る
。）

規
則
別
表
第
一
の
四

の
項
に
掲
げ
る
事
業

（
以
下
「
最
終
処
分

場
設
置
事
業
」
と
い

う
。）

工
事
の

実
施

最
終
処
分
場
の
設
置
の

工
事

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※　〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

最
終
処
分
場
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

廃
棄
物
の
埋
立
て

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

※　〇

規
則
別
表
第
一
の
五

の
項
に
掲
げ
る
事
業

（
以
下
「
公
有
水
面

埋
立
事
業
」
と
い

う
。）

工
事
の

実
施

堤
防
及
び
護
岸
の
工
事

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

※　〇

埋
立
て
の
工
事

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

埋
立
地
又
は
干
拓
地
の

存
在

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
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供
用

規
則
別
表
第
一
の
六

の
項
に
掲
げ
る
事
業

（
以
下
「
土
地
区
画

整
理
事
業
」
と
い

う
。）
及
び
規
則
別

表
第
一
の
七
の
項
に

掲
げ
る
事
業
（
以
下

「
住
宅
団
地
造
成
事

業
」
と
い
う
。）

工
事
の

実
施

建
設
機
械
の
稼
働

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

※　〇

資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行

〇
〇

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

敷
地
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

構
造
物
の
存
在

〇

利
用
自
動
車
の
走
行

〇

〇

〇
〇

規
則
別
表
第
一
の
八

の
項
に
掲
げ
る
事
業

（
以
下
「
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
建
設

事
業
」
と
い
う
。）

工
事
の

実
施

建
設
機
械
の
稼
働

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

※　〇

資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行

〇
〇

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

敷
地
の
存
在

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

構
造
物
の
存
在
及
び
施

設
の
利
用

〇

〇

〇

利
用
自
動
車
の
走
行

〇

〇

〇
〇

規
則
別
表
第
一
の
九

の
項
に
掲
げ
る
事
業

（
以
下
「
工
場
事
業

場
用
地
造
成
事
業
」

と
い
う
。）

工
事
の

実
施

建
設
機
械
の
稼
働

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

※　〇

資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行

〇
〇

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

工
場
等
の
立
地
及
び
土

地
又
は
工
作
物
の
存
在

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

工
場
等
に
お
け
る
事
業

活
動

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇

製
品
の
運
搬
そ
の
他
の

車
両
の
運
行

〇
〇

規
則
別
表
第
一
の
十

の
項
に
掲
げ
る
事
業

の
う
ち
土
石
採
取
場

の
新
設
の
事
業
及
び

土
石
採
取
場
の
増
設

の
事
業
（
以
下
「
土

工
事
の

実
施

木
の
伐
採
等

〇

〇

〇

〇

〇

※　〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

事
業
の
活
動

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

※　〇
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別
表
第
一
備
考
第
一
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　
　
　

 　

た
だ
し
、
※
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
放
射
性
物
質
が
相
当
程
度
拡
散
・
流
出
又
は
集
積
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
適
用
す
る
。

　

別
表
第
一
備
考
第
二
号
ヲ
⑷
中
「
こ
と
」
を
「
こ
と
。」
に
改
め
、
同
号
ワ
⑴
中
「
、
残
土
、
伐
採
樹
木
、」
を
「
並

び
に
残
土
、
伐
採
樹
木
及
び
」
に
改
め
、
同
表
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

十
三　

こ
の
表
に
お
い
て
「
放
射
線
の
量
」
と
は
、
空
間
線
量
率
等
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

　

別
表
第
二
窒
素
酸
化
物
の
項
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
項
、
粉
じ
ん
等
の
項
、
騒
音
・
低
周
波
音
の
項
、
振
動
の
項
、

重
要
な
動
物
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
（
海
域
に
生
息
す
る
動
物
を
除
く
。）
の
項
及
び
地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態

系
の
項
中
「
稼
動
」
を
「
稼
働
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

石
の
採
取
事
業
」
と

い
う
。）

在
及
び

供
用

土
石
の
運
搬
そ
の
他
の

車
両
の
運
行

規
則
別
表
第
一
の
十

の
項
に
掲
げ
る
事
業

の
う
ち
風
力
発
電
所

の
設
置
の
工
事
の
事

業
及
び
風
力
発
電
所

の
変
更
の
工
事
の
事

業
（
以
下
「
風
力
発

電
所
設
置
事
業
」
と

い
う
。）

工
事
の

実
施

建
設
機
械
の
稼
働

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇

※　〇

資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行

〇
〇

造
成
等
の
施
工
に
よ
る

一
時
的
な
影
響

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇

土
地
又

は
工
作

物
の
存

在
及
び

供
用

風
力
発
電
所
の
存
在

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

施
設
の
稼
働

〇

〇

放
射
線
の
量

（
粉
じ
ん
等
の

発
生
に
伴
う
も

の
）

道
路
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
、
資
材

及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
、

切
土
工
等
の
工
事
に
よ
る
一
時
的
な
影
響
並

び
に
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
及
び
工
事
用
道
路
の

設
置

一　

調
査
す
べ
き
情
報

　

イ　

放
射
線
の
量
の
状
況

　

ロ　

粉
じ
ん
等
の
状
況

　

ハ　

気
象
の
状
況

二　

調
査
の
基
本
的
な
手
法

　

 　

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整

理
及
び
解
析

三　

調
査
地
域

　

 　

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
て
放
射
線
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
る
地
域

四　

調
査
地
点

　

 　

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
て
調
査
地
域
に
お
け
る
放
射
線
に
係
る
環
境

影
響
を
予
測
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き

る
地
点

一　

予
測
の
基
本
的
な
手
法

　
　

事
例
の
引
用
又
は
解
析

二　

予
測
地
域

　

 　

調
査
地
域
の
う
ち
、
粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
て
放
射
線
に
係

る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

三　

予
測
地
点

　

 　

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
て
予
測
地
域
に
お
け
る
放
射
線
に
係

る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

四　

予
測
対
象
時
期
等

　
　

放
射
線
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る
時
期

ダ
ム
事
業
に
係
る
ダ
ム
の
堤
体
の
工
事
、
原

石
の
採
取
の
工
事
並
び
に
施
工
設
備
及
び
工

事
用
道
路
の
設
置
並
び
に
道
路
付
替
の
工
事

堰せ
き

事
業
に
係
る
堰せ

き

の
工
事
、
護
岸
の
工
事
及

び
掘
削
の
工
事

湖
沼
水
位
調
節
施
設
建
設
事
業
に
係
る
堤
防
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の
工
事
、
水
門
の
工
事
及
び
し
ゅ
ん
せ
つ
の

工
事

五　

調
査
期
間
等

　

 　

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
て
調
査
地
域
に
お
け
る
放
射
線
に
係
る
環
境

影
響
を
予
測
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き

る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

放
水
路
事
業
に
係
る
洪
水
を
分
流
さ
せ
る
施

設
の
工
事
、
掘
削
の
工
事
及
び
堤
防
の
工
事

鉄
道
建
設
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
、

資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運

行
並
び
に
切
土
工
等
の
工
事
に
よ
る
一
時
的

な
影
響

最
終
処
分
場
設
置
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場

の
設
置
の
工
事
、
廃
棄
物
の
埋
立
て

公
有
水
面
埋
立
事
業
に
係
る
堤
防
及
び
護
岸

の
工
事
並
び
に
埋
立
て
の
工
事

土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
住
宅
団
地
造
成
事

業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
並
び
に
資
材
及

び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
、
造

成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
建
設
事
業
に
係
る

建
設
機
械
の
稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施

工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

工
場
事
業
場
用
地
造
成
事
業
に
係
る
建
設
機

械
の
稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い

る
車
両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施
工
に
よ

る
一
時
的
な
影
響

土
石
の
採
取
事
業
に
係
る
木
の
伐
採
等
、
事

業
活
動
及
び
土
石
の
運
搬
そ
の
他
の
車
両
の

運
行

風
力
発
電
所
設
置
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の

稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車

両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一

時
的
な
影
響
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放
射
線
の
量

（
水
の
濁
り
の

発
生
に
伴
う
も

の
）

道
路
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
、
資
材

及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
、

切
土
工
等
の
工
事
に
よ
る
一
時
的
な
影
響
並

び
に
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
及
び
工
事
用
道
路
の

設
置

一　

調
査
す
べ
き
情
報

　

イ　

放
射
線
の
量
の
状
況

　

ロ 　

濁
度
又
は
浮
遊
物
質
量
の
状
況
（
河
川
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
調
査
時
に
お
け
る

流
量
の
状
況
を
含
む
）

　

ハ　

流
れ
の
状
況

　

ニ　

土
質
の
状
況

二　

調
査
の
基
本
的
な
手
法

　

 　

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
（
浮
遊
物
質
量
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
定
め
る
浮
遊
物
質
量
の
測
定
の
方
法
に
よ
る

情
報
）
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

三　

調
査
地
域

　

 　

流
域
の
特
性
及
び
水
の
濁
り
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
て
放
射
線
に
係
る
環
境
影

響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

四　

調
査
地
点

　

 　

流
域
の
特
性
及
び
水
の
濁
り
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
て
調
査
地
域
に
お
け
る
放

射
線
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

五　

調
査
期
間
等

　
 　

流
域
の
特
性
及
び
水
の
濁
り
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
て
調
査
地
域
に
お
け
る
放

射
線
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

一　

予
測
の
基
本
的
な
手
法

　
　

事
例
の
引
用
又
は
解
析

二　

予
測
地
域

　

 　

調
査
地
域
の
う
ち
、
流
域
の
特
性
及
び
水
の
濁
り
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま

え
て
放
射
線
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

三　

予
測
地
点

　

 　

流
域
の
特
性
及
び
水
の
濁
り
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
て
予
測
地
域
に
お

け
る
放
射
線
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

四　

予
測
対
象
時
期
等

　

 　

放
射
線
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
が
定
常
状

態
に
な
る
時
期

ダ
ム
事
業
に
係
る
ダ
ム
の
堤
体
の
工
事
、
原

石
の
採
取
の
工
事
並
び
に
施
工
設
備
及
び
工

事
用
道
路
の
設
置
並
び
に
道
路
付
替
の
工
事

堰せ
き

事
業
に
係
る
堰せ

き

の
工
事
、
護
岸
の
工
事
及

び
掘
削
の
工
事

湖
沼
水
位
調
節
施
設
建
設
事
業
に
係
る
堤
防

の
工
事
、
水
門
の
工
事
及
び
し
ゅ
ん
せ
つ
の

工
事

放
水
路
事
業
に
係
る
洪
水
を
分
流
さ
せ
る
施

設
の
工
事
、
掘
削
の
工
事
及
び
堤
防
の
工
事

鉄
道
建
設
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
、

資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運

行
並
び
に
切
土
工
等
の
工
事
に
よ
る
一
時
的

な
影
響

最
終
処
分
場
設
置
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場

の
設
置
の
工
事
、
廃
棄
物
の
埋
立
て

公
有
水
面
埋
立
事
業
に
係
る
堤
防
及
び
護
岸

の
工
事
並
び
に
埋
立
て
の
工
事

土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
住
宅
団
地
造
成
事

業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
並
び
に
資
材
及

び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
、
造

成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
建
設
事
業
に
係
る

建
設
機
械
の
稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施

工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響
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工
場
事
業
場
用
地
造
成
事
業
に
係
る
建
設
機

械
の
稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い

る
車
両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施
工
に
よ

る
一
時
的
な
影
響

土
石
の
採
取
事
業
に
係
る
木
の
伐
採
等
、
事

業
活
動
及
び
土
石
の
運
搬
そ
の
他
の
車
両
の

運
行

風
力
発
電
所
設
置
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の

稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車

両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一

時
的
な
影
響

放
射
線
の
量

（
建
設
工
事
に

伴
う
副
産
物
に

係
る
も
の
）

道
路
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
、
資
材

及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
、

切
土
工
等
の
工
事
に
よ
る
一
時
的
な
影
響
並

び
に
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
及
び
工
事
用
道
路
の

設
置

一　

調
査
す
べ
き
情
報

　

イ　

放
射
線
の
量
の
状
況

　

ロ　

現
地
処
分
す
る
場
合
、
そ
の
地
形
の
状
況

　

ハ　

現
地
処
分
す
る
場
合
、
そ
の
土
地
利
用
の
状
況

　

ニ 　

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
ご
と
の
再
資
源
化
施
設
、
中
間
処
理
施
設
及

び
最
終
処
分
場
に
お
け
る
処
分
の
状
況

　

ホ　

切
土
又
は
盛
土
に
伴
う
土
砂
の
保
管
状
況

二　

調
査
地
域

　

 　

事
業
実
施
区
域
並
び
に
前
号
イ
及
び
ニ
並
び
に
ホ
の
情
報
を
適
切
に
把
握
す
る
た

め
に
必
要
な
地
域

一　

予
測
の
基
本
的
な
手
法

　

 　

建
設
工
事
に
伴
う
放
射
性
物
質
を
含
む
副
産
物
の
種
類
ご
と
の
発
生
及
び

処
分
の
状
況
の
把
握

二　

予
測
地
域

　

 　

事
業
実
施
区
域
及
び
前
号
に
お
け
る
把
握
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な

地
域

三　

予
測
対
象
時
期
等

　
　

工
事
期
間

ダ
ム
事
業
に
係
る
ダ
ム
の
堤
体
の
工
事
、
原

石
の
採
取
の
工
事
並
び
に
施
工
設
備
及
び
工

事
用
道
路
の
設
置
並
び
に
道
路
付
替
の
工
事

堰せ
き

事
業
に
係
る
堰せ

き

の
工
事
、
護
岸
の
工
事
及

び
掘
削
の
工
事

湖
沼
水
位
調
節
施
設
建
設
事
業
に
係
る
堤
防

の
工
事
、
水
門
の
工
事
及
び
し
ゅ
ん
せ
つ
の

工
事

放
水
路
事
業
に
係
る
洪
水
を
分
流
さ
せ
る
施

設
の
工
事
、
掘
削
の
工
事
及
び
堤
防
の
工
事

鉄
道
建
設
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
、

資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運

行
並
び
に
切
土
工
等
の
工
事
に
よ
る
一
時
的

な
影
響
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別
表
第
二
備
考
第
一
号
中
「
稼
動
」
を
「
稼
働
」
に
改
め
、
同
表
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

    　

十
一　

こ
の
表
に
お
い
て
「
放
射
線
の
量
」
と
は
、
空
間
線
量
率
等
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

事
業
者
が
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
年
宮
城
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」

と
い
う
。）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
一
種
事
業
方
法
書
、
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
一
種

事
業
準
備
書
、
条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
種
事
業
方
法
書
又
は
条
例
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
第
二
種
事
業
準
備
書
の
送
付
を
行
っ
て
い
る
対
象
事
業
に
対
す
る
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
を
指
定
し
た
。

最
終
処
分
場
設
置
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場

の
設
置
の
工
事
、
廃
棄
物
の
埋
立
て

公
有
水
面
埋
立
事
業
に
係
る
堤
防
及
び
護
岸

の
工
事
並
び
に
埋
立
て
の
工
事

土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
住
宅
団
地
造
成
事

業
に
係
る
建
設
機
械
の
稼
働
並
び
に
資
材
及

び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車
両
の
運
行
、
造

成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
建
設
事
業
に
係
る

建
設
機
械
の
稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬

に
用
い
る
車
両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施

工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

工
場
事
業
場
用
地
造
成
事
業
に
係
る
建
設
機

械
の
稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い

る
車
両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施
工
に
よ

る
一
時
的
な
影
響

土
石
の
採
取
事
業
に
係
る
木
の
伐
採
等
、
事

業
活
動
及
び
土
石
の
運
搬
そ
の
他
の
車
両
の

運
行

風
力
発
電
所
設
置
事
業
に
係
る
建
設
機
械
の

稼
働
、
資
材
及
び
機
械
の
運
搬
に
用
い
る
車

両
の
運
行
並
び
に
造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一

時
的
な
影
響
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平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
名
称

　
　

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
農
業
会
議

二　

住
所

　
　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号

　

宮
城
県
展
示
林
及
び
林
産
展
示
工
場
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

宮
城
県
展
示
林
及
び
林
産
展
示
工
場
設
置
規
程
を
廃
止
す
る
告
示

　

宮
城
県
展
示
林
及
び
林
産
展
示
工
場
設
置
規
程
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　　
　

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

 　

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
箱
森
一
三
六
の
四
、
一
三
七
の
八
、
斎
川
字
上
鹿
子
山
三
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
六
、
七
の
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
白
石
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
侭
ノ
台
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
大
平
一
、
二
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
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次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

刈
田
郡
七
ケ
宿
町
字
長
老
五
九
の
一
七
、
五
九
の
一
八
、
字
柏
木
山
六
四
の
一
、
六
四
の
一
七
一

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
七
ケ
宿
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
岩
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
三
百

二
十
七
号
（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
海
岸
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南

沿
岸

女
川
漁

港
海
岸

女
川
浜

地
区
海

岸

　

次
に
掲
げ
る
イ
点
か
ら
ら
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
直
線
及
び
イ
点
と
ら
点
を

結
ん
だ
直
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

基
点
Ａ
点 　

牡
鹿
郡
女
川
町
宮
ヶ
崎
字
川
尻
一
番
三
十
地
内
金
属
標
（
北
緯
三

八
度
二
六
分
四
七
・
八
八
四
五
秒
東
経
一
四
一
度
二
七
分
〇
二
・
三

三
二
七
秒
）

イ
点　

基
点
Ａ
点
か
ら
二
五
三
度
〇
七
分
一
七
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ロ
点　

イ
点
か
ら
一
八
五
度
一
二
分
三
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
点　

ロ
点
か
ら
一
六
五
度
三
〇
分
一
六
・
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点
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ニ
点　

ハ
点
か
ら
二
七
六
度
四
二
分
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
点　

ニ
点
か
ら
三
二
九
度
一
五
分
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
点　

ホ
点
か
ら
二
七
七
度
〇
〇
分
四
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
点　

ヘ
点
か
ら
二
七
四
度
五
〇
分
一
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ
点　

ト
点
か
ら
二
六
九
度
〇
六
分
一
六
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
点　

チ
点
か
ら
二
六
一
度
五
七
分
一
六
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ
点　

リ
点
か
ら
二
五
四
度
四
七
分
一
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
点　

ヌ
点
か
ら
二
四
七
度
三
七
分
一
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ
点　

ル
点
か
ら
二
四
〇
度
二
五
分
一
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ワ
点　

ヲ
点
か
ら
二
三
三
度
一
三
分
一
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

カ
点　

ワ
点
か
ら
二
二
六
度
〇
〇
分
一
六
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヨ
点　

カ
点
か
ら
二
一
八
度
四
八
分
一
六
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

タ
点　

ヨ
点
か
ら
二
一
一
度
三
三
分
一
六
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

レ
点　

タ
点
か
ら
二
〇
四
度
一
八
分
一
六
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ソ
点　

レ
点
か
ら
一
九
七
度
三
七
分
一
四
・
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ツ
点　

ソ
点
か
ら
一
七
九
度
三
〇
分
七
一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ネ
点　

ツ
点
か
ら
一
七
四
度
一
七
分
二
五
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ナ
点　

ネ
点
か
ら
二
六
四
度
一
七
分
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ラ
点　

ナ
点
か
ら
一
七
四
度
一
七
分
三
五
・
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ム
点　

ラ
点
か
ら
一
七
九
度
三
七
分
二
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ウ
点　

ム
点
か
ら
一
八
六
度
五
九
分
二
三
・
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヰ
点　

ウ
点
か
ら
一
九
四
度
二
二
分
二
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ノ
点　

ヰ
点
か
ら
一
九
九
度
三
六
分
一
三
・
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

オ
点　

ノ
点
か
ら
一
八
〇
度
〇
六
分
四
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ク
点　

オ
点
か
ら
二
七
一
度
〇
〇
分
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヤ
点　

ク
点
か
ら
二
九
七
度
三
四
分
一
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

マ
点　

ヤ
点
か
ら
二
七
度
三
四
分
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ケ
点　

マ
点
か
ら
〇
度
〇
六
分
一
九
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

フ
点　

ケ
点
か
ら
二
七
〇
度
〇
六
分
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

コ
点　

フ
点
か
ら
〇
度
〇
六
分
二
五
・
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

エ
点　

コ
点
か
ら
一
九
度
三
三
分
一
一
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

テ
点　

エ
点
か
ら
一
五
度
四
〇
分
一
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ア
点　

テ
点
か
ら
一
二
度
一
五
分
一
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

サ
点　

ア
点
か
ら
八
度
五
〇
分
一
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

キ
点　

サ
点
か
ら
四
度
五
三
分
一
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ユ
点　

キ
点
か
ら
一
度
二
七
分
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

メ
点　

ユ
点
か
ら
三
五
八
度
二
二
分
一
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ミ
点　

メ
点
か
ら
三
五
五
度
三
三
分
一
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

シ
点　

ミ
点
か
ら
三
五
四
度
四
六
分
五
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヱ
点　

シ
点
か
ら
三
五
四
度
一
三
分
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヒ
点　

ヱ
点
か
ら
三
五
三
度
四
四
分
二
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

モ
点　

ヒ
点
か
ら
三
五
三
度
五
九
分
四
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

セ
点　

モ
点
か
ら
三
五
四
度
二
二
分
六
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ス
点　

セ
点
か
ら
三
五
四
度
三
〇
分
四
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ン
点　

ス
点
か
ら
三
五
四
度
二
五
分
四
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

い
点　

ン
点
か
ら
三
五
四
度
二
四
分
二
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ろ
点　

い
点
か
ら
三
五
四
度
一
八
分
二
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

は
点　

ろ
点
か
ら
三
五
四
度
〇
九
分
二
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
点　

は
点
か
ら
三
五
三
度
三
三
分
一
二
・
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ほ
点　

に
点
か
ら
〇
度
三
三
分
五
八
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

へ
点　

ほ
点
か
ら
一
四
度
四
二
分
一
四
・
七
メ
ー
ト
ル
地
点

と
点　

へ
点
か
ら
一
七
度
五
八
分
九
・
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ち
点　

と
点
か
ら
二
三
度
三
四
分
一
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

り
点　

ち
点
か
ら
三
〇
度
四
九
分
一
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ぬ
点　

り
点
か
ら
三
八
度
四
〇
分
一
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

る
点　

ぬ
点
か
ら
四
六
度
三
一
分
一
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

を
点　

る
点
か
ら
五
三
度
四
四
分
一
八
・
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

わ
点　

を
点
か
ら
六
〇
度
五
八
分
一
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

か
点　

わ
点
か
ら
六
八
度
〇
九
分
一
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

よ
点　

か
点
か
ら
七
三
度
二
三
分
九
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

た
点　

よ
点
か
ら
七
七
度
三
〇
分
九
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

れ
点　

た
点
か
ら
八
〇
度
一
四
分
九
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

そ
点　

れ
点
か
ら
八
三
度
四
九
分
九
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

つ
点　

そ
点
か
ら
八
七
度
〇
五
分
九
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ね
点　

つ
点
か
ら
九
一
度
一
七
分
九
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

な
点　

ね
点
か
ら
九
四
度
四
三
分
一
八
・
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ら
点　

な
点
か
ら
九
八
度
〇
八
分
二
三
・
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
港
区
域
に
接
す
る
海
岸
保
全
区
域

の
う
ち
漁
港
管
理
者
の
長
で
あ
る
宮
城
県
知
事
が
管
理
を
行
う
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

海　

岸　

の　

名　

称

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

沿
岸
名

漁
港
名

地　

区

海
岸
名

三
陸
南
沿

岸

女
川
漁
港

海
岸

女
川
浜
地

区
海
岸

　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号
に
よ
り

海
岸
保
全
区
域
と
し
て
指
定
し
た
牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
地
区
の
女
川

漁
港
海
岸
保
全
区
域
の
う
ち
女
川
漁
港
区
域
に
接
す
る
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

道　

路　

名　

三
九
八
号

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

　

Ａ
前
Ｂ

二
〇
・
三
〜

 

六
九
・
一

四
一
五
・
〇
　

上
記
Ａ
、Ｂ
、

Ｃ
及
び
Ｄ
は
、

関
係
図
面
に
表

一
二
・
〇
〜

 

四
三
・
三

二
九
四
・
〇

宮　　城　　県　　公　　報（17）　平成28年３月15日　火曜日 第2741号



石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字
猪
の
沢
四
七
番
六

地
先
か
ら

同
市
北
上
町
十
三
浜
字
浪
田
九
九
番
五
地
先

ま
で

　

Ｃ
　

六
・
一
〜

 

一
四
・
八

一
一
六
・
〇

示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

　

Ａ

二
〇
・
三
〜

 

一
一
四
・
八

四
一
五
・
〇

　

Ｂ

一
二
・
〇
〜

 

五
四
・
〇

二
九
四
・
〇

後
Ｃ
　

六
・
一
〜

 

一
四
・
八

一
一
六
・
〇

　

Ｄ
　

九
・
一
〜

 

六
四
・
七

一
、
九
〇
七
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

道　

路　

名　

三
九
八
号

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
門
前
二
九
番
八
地

先
か
ら

同
郡
同
町
女
川
浜
字
女
川
六
番
五
地
先
ま
で

　

Ａ

　

Ｂ
前　

　

Ｃ

　

Ｄ
　

七
・
〇
〜

 

四
三
・
六

一
、
四
八
一
・
三
　

上
記
Ａ
、Ｂ
、

Ｃ
、
Ｄ
及
び
Ｅ

は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い

う
。

一
一
・
九
〜

 

一
七
・
〇

五
一
七
・
一

一
六
・
五
〜

 

三
四
・
九

九
一
二
・
八

一
〇
・
五
〜

 

三
五
・
八

五
二
五
・
一

　

Ａ
　

七
・
〇
〜

 

四
三
・
六

一
、
四
八
一
・
三

　

Ｂ

一
一
・
九
〜

 

一
七
・
〇

五
一
七
・
一

後
Ｃ

一
六
・
五
〜

 

三
四
・
九

九
一
二
・
八

　

Ｄ

一
〇
・
五
〜

 

三
五
・
八

五
二
五
・
一

　

Ｅ

一
四
・
〇
〜

 

三
六
・
五

一
、
四
七
五
・
五

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

岩
沼
海
浜
緑
地
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

岩
沼
市
下
野
郷
字
浜
二
四
八
番
地
先
か
ら

同
市
下
野
郷
字
浜
二
四
九
番
地
先
ま
で

前

一
〇
・
〇

 

一
七
〇
・
〇

後

一
〇
・
〇
〜

 

二
五
・
七

 

一
七
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

奥
松
島
松
島
公
園
線

三　

道
路
の
区
域
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変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

東
松
島
市
新
東
名
三
丁
目
一
八
番
地
五
地
先
か
ら

同
市
大
塚
字
北
林
下
九
九
番
四
地
先
ま
で

前

一
〇
・
〇
〜

 

三
一
・
六

 

二
八
四
・
八

後

一
二
・
一
〜

 

三
二
・
六

 

二
八
四
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

相
馬
亘
理
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
浜
谷
地
一
番
九
地
先

か
ら

同
郡
同
町
吉
田
字
南
上
一
七
七
番
一
地
先
ま

で

前
Ａ

後
Ａ

　

六
・
〇
〜

 

二
八
・
〇
一
二
、
一
六
〇
・
九
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

六
・
〇
〜

 

五
七
・
〇
一
二
、
一
五
〇
・
三

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
磯
作
三
五
番
二
地
先

か
ら

同
郡
同
町
山
寺
字
北
頭
無
二
三
一
番
六
地
先

ま
で

後
Ｂ

一
二
・
五
〜

 

六
四
・
五

八
、
八
八
九
・
四

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

女
川
牡
鹿
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
谷
川
浜
大
谷
川
道
山
二
一
番
一
地
先

か
ら

同
市
谷
川
浜
川
原
二
番
一
地
先
ま
で

前
Ａ
　

八
・
四
〜

 

三
五
・
八

一
、
四
九
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ａ
後　

　

Ｂ
　

八
・
四
〜

 

三
五
・
八

一
、
四
九
〇
・
〇

一
三
・
〇
〜

 

五
八
・
二

一
、
五
四
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

岩
沼
海
浜
緑

地
線

岩
沼
市
下
野
郷
字
浜
二
四
八
番
地
先
か
ら

同
市
下
野
郷
字
浜
二
四
九
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

三
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日
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県

道

奥
松
島
松
島

公
園
線

東
松
島
市
新
東
名
三
丁
目
一
八
番
地
五
地
先
か
ら

同
市
大
塚
字
北
林
下
九
九
番
四
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

三
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

脇
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
脇
沢
（
次
の
図
の
と

お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
仙
台
土
木
事

務
所

古
浦
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
早
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

早
坂
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
早
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

早
坂
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
早
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

早
坂
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
早
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

早
坂
沢

土
石
流

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
字
早
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

　

大
衡
村
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

大
衡
村
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
公
園
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

四
・
三
・
二
号　

南
気
仙
沼
防
災
公
園

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地
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１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
気
仙
沼
市
内
の
脇
三
丁
目
、
赤
岩
宮
口
下
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
公
園
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

四
・
三
・
三
号　

松
崎
尾
崎
防
災
公
園

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
気
仙
沼
市
松
崎
尾
崎
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

      　

な
し

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

角
田
市
梶
賀
字
一
里
壇
十
八
番
、
十
九
番
、
二
十
番
一
、

二
十
一
番
一
、
二
十
二
番
一
、
二
十
三
番
一
、
二
十
四
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

一
、
二
十
五
番
、
二
十
六
番
一

　

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
二
丁
目
二
十
七
番
五
号

 

株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
上
柴
崎
六
十
二
番
一
、
六
十
二

番
三
、
六
十
二
番
四
、
六
十
二
番
五
、
六
十
三
番
一
、
六

十
三
番
二
、
六
十
四
番
一
の
一
部
、
六
十
四
番
二
の
一
部
、

七
十
八
番
一
、
七
十
八
番
二
、
七
十
九
番
一
、
七
十
九
番

二
、
七
十
九
番
三
、
八
十
番
の
一
部
、
八
十
一
番
の
一
部
、

八
十
二
番
、
八
十
三
番
の
一
部
、
八
十
四
番
の
一
部
、
八

十
五
番
の
一
部
、
六
十
二
番
五
地
先
の
道
の
一
部
、
六
十

二
番
五
地
先
の
水
の
一
部
、
七
十
八
番
一
地
先
の
水
の
一

部
　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
二
丁
目
八
番
地
の
三

 

伊
藤　

忠
男　
　
　
　
　
　
　
　

　

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
本
町
十
三
番
地

 

郷
湖　

健
一　
　
　
　
　
　
　
　

　

仙
台
市
青
葉
区
み
や
ぎ
台
四
丁
目
四
番
一
号

 

山
口　

秀
子　
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